
未来への挑戦――― 「（有）イワセ」様が日刊工業新聞に掲載@techno-news.com―――No.TN-107281（advanced-x.com、
super-heater.com、super-agriculture.com、advanced-engine.com、advanced-pump.com 等は、㈱技術開発総合研究所®の登録ドメインです） 

 

 
――――General Research Institute of Technical Development Co. Ltd――――1―― 

 

【techno-news】―――No.TN-107281 

『ジェット・ミキサー／ナノ・ミキサー』共同開発会社――― 

「（有）イワセ」様が、日刊工業新聞に掲載されました！！ 

 

 
 

 

 ２０１０年０７月２８日刊行の日刊工業新聞に、「ジェット・ミキサー（ jet-mixer.com）

／「ナノ・ミキサー（nano-mixer.com）」の共同開発会社である―≪「（有）イワセ｛代表取締役社

長 瀬戸 光一｝〔http://www.echigo.ne.jp/~iwase/〕≫

様が、紹介されました。新聞記事に掲載されている――

共同開発技術は、既発行の「テクノ・ニュース 

（1007181@techno-news.com）」にてご紹

介した――下記の、３つの機能を有する「流体（気液）

混合」技術で、既に、国際特許出願≪ＰＣＴ／

ＪＰ２００９／００３４１１≫されております。  
 

（Ⅰ）「マイクロバブル発生器」  
（Ⅱ）静止混合器（ミキサー）  
（Ⅲ）湿式粉砕機（ジェット・ミル）  
 

 このような「流体混合技術」には、（イ）

流体エネルギーの一部を利用する｛＝外部エネルギーを必要と

しない｝――すなわち、「静止混合器」と（ロ）外部モ

ーター等により攪拌混合させる混合器（技術）が有りますが、

【本願】技術は、前者の「（イ）」に相当します。  
農業―化学―工業―医療―自動車等々の、様々な産業種別

に関わらず、総ての産業領域において、“装置を構成する基礎

技術”は、大別して、図１に示す「５種類の技術」

から構成されます。 

これらの頂点に位置する、基本技術が『要素技術』で

有り、大雑把には、図２に示す「８種類の要素技

術」から構成されると考えます。 

「（有）イワセ」様と共同開発中の―「ジェット・ミキサ

ー」は、これらの８要素の中の“混合”技術に該当します。 

皆様の日常においても、 
 

①コーヒーに、砂糖やミルクを攪拌混合したり、②生卵と醤油を

混ぜたり、あるいは、③所謂“ミキサー”で種々の食品を混ぜたり、そして、④お風呂では、入浴剤の混合や、湯

温の平均化を図るために“攪拌”したり、・・・・ 
 

と言うように、無意識の中で、“混ぜる（混合する）”事を行っています。我々の日常で、混合する機

会が多い事は、況して、産業分野では、混合する必要性・工程が多く、当該“混合”技術は、非常

に重要な要素技術の一つです。これらの“混合”技術を大別すると、表１と成ります。当該表

１に示す如く、流体が有る所、必ずや“混合”技術が有ると言っても、過言で無いと言えます。 

装置技術
制御 計測

駆動情報

要素

 
 

図１ 装置構成技術  
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図２ 要素技術の例  

 

今回の技術領域  

今回の技術領域  
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日刊工業新聞 

共同開発技術が紹介！！ 
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表１ 混合器の機能一覧 
状態 対象流体 用 途 例 

気体／気体、粉体／気体 ①混合ガスの製造、②ＥＧＲ(自動車排気対策) 
組成 

気体／液体、液体／液体、粉体／液体 ①混合流体(飲料も含む)の製造、②混合燃料製造等々 

温度 気体、液体 ①流体温度の均質化、②容器(湖沼)内温度の均質化 

生成 マイクロ(ナノ)バブル（気体／液体） ①洗浄、②魚介類・植物育成、③燃焼改善、④滅菌等々 
 

 一つの適用分野の例ですが、当該「ジェット・ミキサー」を活用して、皆様と一緒に、下記の領

域への技術展開(挑戦)を図る事が、“現実的な夢”です。 
 

❶ 生物（植物［稲、野菜、果樹］／魚介類）の育成技術領域への展開 

❷ 舶用エンジンの燃費改善や将来燃料技術領域への展開 

❸ 水質改善や滅菌等の環境技術領域への展開 

❹ 環境負荷の無い――洗浄技術領域への展開 

❺ 家庭用品機器を介しての健康領域への展開 
 

 

 

 

 

『ジェット・ミキサー』の今後の展開を図るためには、

今後も、益々、用途技術の更なる「開発」を一生懸命行

うと共に、品質の優れた『ジェット・ミキサー』を安価提

供出来るように、（有）イワセ様から「製造」努力を傾注

して戴きたい存じますが、それに加えて、「販売」システ

ムの構築が極めて重要と考えております。 

『ジェット・ミキサー』は単体商品で有るばかりか、

機器組み込みにより、上述の各種の製品以外にも、様々な

製品を構築可能と考えて居ります。 

このため、（株）技術開発総合研究所では、直販事業

｛staff@techno-direct.com｝で、直接、お客様に開発商品

をお届けすると共に、三社程度の「発売元」を整備して

行きたいと願っております。 
 

 
 

【記述責任者】 本望 行雄――「y-hommoh@techno-news.com」 
 

「（株）技術開発総合研究所」は、 
 

≪情熱ある中小企業に、“心ときめく夢”を提供し、 

“明日に煌く（きらめく）技術”を育成します！！≫ 
 

「jet-mixer.com」/「nano-mixer.com」/「swirl-mixer.com」/「microbubble-mixer.com」は、 

（株）技術開発総合研究所の登録ドメインです。 
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図４ 今後の展開  

 


